
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29  見直しを行ったうえで推進

H27
・文化ゾーン整備事業の実施
　交差点部の詳細設計、警察協議

道路改良工事のための詳細設計や警察協議を行った。

・文化ゾーン整備事業の実施
　交差点部の道路改良工事

道路改良工事（H28繰越）を実施し、11月末に完了し
た。Ｌ＝１３０ｍ（道路照明灯、植栽が未着手）

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28
・文化ゾーン整備事業の実施
　交差点部の道路改良工事

埋蔵文化財発掘調査（H28.9～H29.2)を行ったが、予想
を上回る遺構が出土したことから工事着手が困難とな
り繰越措置とした。現在、道路改良工事を実施中。
道路改良工事に向けた警察協議（区画線、信号機移
設）を行った。

 事業の縮小
 休止

H26
・文化ゾーン整備事業の実施
　土地買収、物件移転補償

地権者と土地買収、物件移転補償契約を締結し、所有
権移転を行った。
地権者の移転が完了した。

 完了

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25
・文化ゾーン整備事業の実施
　地権者との用地交渉

地権者との用地交渉を実施し、合意を得た。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

事業の目的及び概要中心市街地～水城公園～さきたま古墳公園を結ぶシンボルロードとして、文化的に落ち着きのあるみちづくりを図り、市民や観光客等が快適で楽しく移動することができるように整備する。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

文化ゾーン整備事業供用開始区間を事業計画区間2,570mに対して1,350mとする。

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

方針 22 魅力を高める交通環境を形成する。 方針
施策 221 だれもが安全で快適に歩くことができる歩行者空間の形成 施策

分野 2 道路・交通に関する方針 分野

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 建設部
課 道路治水課
担当 道路建設担当

プロジェクト名 Ｂ３２ 忍城址からさきたま古墳公園までの歩道整備

基本目標 2-2 良好な都市環境が整った交通利便性の高いまち 基本目標

施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段


